学習指導案

	題材
	エネルギーの保存と変換

	本時の目標
	・我々の生活がエネルギーを相互に変換し、活用することで営まれているという見方ができるようになるともに、エネルギー保存の原理について学習する。
・可逆過程と不可逆過程、熱力学の第二法則について学習する。


本時の展開
	
	学習活動
	教師の指導
	教材（ねらい）

	導入


	・これまで学習した「エネルギー」及び、身の回りのエネルギーと名のつくものを列挙する。
	・位置エネルギーや運動エネルギーを力学的エネルギーとしてまとめる等、生徒の発言を適切に板書する。

・それぞれのエネルギーについて、具体的な現象を想起させる。
	

	展開
	・それぞれのエネルギーを相互に変換することで、我々の生活が営まれていることを学習する。また、変換の具体例として、どのような現象が挙げられるかを考察する。

・エネルギー保存の原理について学習する。


	・明瞭な具体例を例示する。

・力学的エネルギー保存則との関係に触れ、生徒の知識の整理に努める。

・以降の学習の前提となる、「エネルギーは突如生じたり、消滅したりしないこと」を明確に示す。
	・太陽電池パネル、手回し発電機、スターリングエンジン等の教材を示すことで、具体的なイメージを持たせる。


	
	・物体の運動に関する4種類の動画を視聴する。それぞれの違いを考察する。
1 それぞれの場合で、エネルギーがどのように移り変わっているか考察する。

2 動画を逆再生で視聴し、それぞれ逆の課程が生じ得るかどうかを考察する。
・可逆課程と不可逆課程について学習する。
・熱力学第二法則について学習し、自然界でのエネルギー変換の流れを理解する。
	・熱エネルギーへの注目を喚起する。

・エネルギー保存の原理は不可逆課程を禁止しないが、日常的には生じないことを確認する。

・第二法則のために、エネルギーが変換を繰り返しながら、熱エネルギーに変わっていく傾向があることを示す
	実験動画

1. 「振り子の運動」

2. 「ばね振り子の運動」

3. 「小球の落下」

4. 「摩擦を受ける物体の運動」

それぞれ、順再生したものと逆再生したものを作成する。3,4について、逆再生時に違和感を持たせる。

	(発展)
	・液中のインクを攪拌する動画を順再生と逆再生で視聴し、状態が変化する方向を学習する。

	・エネルギー利得が無くとも、状態の「乱雑さ」が増大する方向に状態が変化することに定性的に触れる。
	実験動画

「液中インクの攪拌」

前項3,4の動画同様に、逆再生時に違和感を持たせる。








